
1／14　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和５年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R6.1改訂時の目標値】

第1章 教育「将来を生きる力を育むまち」

第1節 幼小中を通して生きる力を育むまちづくり

第1項 あそびや生活の中で
生きる力、探求心・
好奇心を育む幼児教
育の充実

認定こども園事業 認定こども
園

　保育（養護）と教育を一体的に行い、子
どもが健康で安全に過ごすことができる
場となるよう保育環境を整えながら、保
育現場で求められる多様な課題に対応
できるよう、様々な研修に参加して、こど
も園職員の資質や保育の専門性の向上
を図る。また、国際的な異文化に触れる
ことを目的として、定期的にＡＬＴとのコミ
ニュケーションの時間を取り入れたプログ
ラムや、自然体験を主としたプログラムを
展開する。

育児と仕
事の両立

新しい学
校づくり
地方創生
の推進

保育・教育事業
260日
給食事業260日
検診事業年3回
文化伝統芸能行
事事業（年22回）
森のこども園事業
年25回
フッ化物（週5日

138,456 696 11,116 4,003 22,441 こども園での預かり
時間

１１時間/日
【R6時点　１１時間/

日】

「明日も行きたい大好きなこども
園」～やりたい！楽しい！子ども
が主役　を教育・保育方針に認定
こども園の運営を行う。
・子ども主体の保育をめざし、安
全で安心できる環境づくり
・幼小中一貫した義務教育学校開
設に向けたより質の高い連携
・園庭遊具整備事業を生かした直
接体験型の遊びの充実
を重点に取り組んでいく。
また、子ども支援ネットワーク会議
を中心に学校、教育委員会、保健
福祉課等と連携を図り、困り感の
ある子どもや家庭への寄り添い支
援を行い、子どもの健やかな成長
と発達を促す。

　こども園には、子どもの主体性
や個性を尊重し、健やかな心身の
成長を支える保育環境を提供す
ることが求められ、教育・保育の
質の向上は必須である。そのた
め、職員研修をオンデマンドも含
めて職員会議の中に位置づけて
取り組んできた。また、ICTシステ
ムを導入し、保育者の業務の省
力化も同時に進めてきた。保護者
からの連絡ツールとしても活用さ
れ、スムーズな連携が図られた。
　保護者アンケートでは「安心して
あずけることができている」「園で
大切されている」において9割で
「そう思う」という評価を得た。今
後は、発達段階に応じた「遊び」
環境の充実、子育て相談の充
実、幼小中連携した中頓別学園
に向けた取組を図っていきたい。

A）　幼児の人数は推移としてどのような状況か。
→　現在３４名が通園となっており（未利用者が数名いると把握済）、年長クラスは１０
名で、転出の予定があるなど若干右肩下がりの状況。
A）　保育士の配置人数はどうか。
→　退職者いるが、令和７年４月に２名採用予定をするがギリギリである。０歳児、１
歳児の入園状況で職員配置の工夫を行っている。
D)　園児たちの成長をうかがうと、とても立派になっている。先生方のご苦労には感
謝する。（H委員も同感）
A）　森のこども園は継続しているのか。
→　大事にしている取り組みとして継続している。保護者にも参加してもらうことで、活
動の理解が深まりることができる。例えば、水遊び活動で衣類を濡らして帰宅するこ
とが活動達成に必要なことなんだ。という理解にもつながる。

事業拡大

地域子育て支援セ
ンター事業

認定こども
園

　地域性を活かし、利用対象を妊産婦か
らとすることで、子育ての喜びを感じても
らえるよう、各関係機関と連携を図り、事
業を展開する。また、子育てに関する、知
識や情報など多様なニーズに対応できる
保育の質や専門性の向上を図る。

育児と仕
事の両立

あそびの広場
開放日240日
（0,1歳と妊婦さん
の日12回、すやわ
く広場12回、ぱす
てる広場216回）
子育てサロン12
回、子育て講座12
回
子育て相談、図書
貸出

のびのびルームの
利用者

延べ221世帯

【（300世帯/年）（Ｒ
９時点）】

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第2項 自ら学び自ら考える
力を育てる学校教育
の充実

中頓別学園整備
事業

新しい学校
づくり推進
室

中頓別中学校が抱える施設の老朽化を
解決しつつ、こども園・小学校・中学校が
連携した学校づくりを推進するため、小
中学校の校舎を新築・改築により集約し
義務教育学校を設置する。さらに地域と
協働する全世代型の学びの拠点づくりを
目指す。

新しい学
校づくり

〇 基本設計・実施設
計・工事
人生100年学びの
拠点づくりと、義
務教育学校を設
置するため、町民
ワークショップなど
開催した。

84,935 32,188 50,507 2,240 生涯学習センターの
利用者数

11,361 人/年

【9,800人/年　（Ｒ９
時点）】

〇将来の地域と協働した運営組
織づくりを視野にいれながら、学
びの場で実施する事業等につい
て協議するため中頓別学園全体
協議会を設立し、６回協議を実施
した。
〇園・小・中・推進室でそれぞれ
の部門に分かれて中頓別学園プ
ロジェクトチームを設立し、学園の
運用・校歌・ICT等について協議し
情報を共有することができた。
〇更に推進室・園・小・中で情報
共有を図るため、中頓別学園推
進企画会議を実施した。
〇令和６年度に補助金申請（交付
金・負担金）・基本実施設計の検
討が入るため、内容を精査してい
く。また、学校教育課程や施設の
使い方・建設中の小学校引っ越し
等精査していく必要がある。

　こども園、小学校、中学校との
情報共有を深めながら新たな施
設の開設に向けて準備を進めて
きた。当初予定していた実施設計
の年度内完了ができなかったこと
から、次年度において固め、建設
工事に着手すべく地域の方々含
め様々な検討を進めていく必要が
あるが、人件費や物価高騰の影
響から建設費の上昇が懸念され
ている。

C）　今年度の１年生の人数は。当面の推移はどうなっているか。
→　１１名の入学だった。令和7年４月は（転出等の見込みがあり）８名の予定で、現
時点での園児数が３４名のため当面は１０名前後となる見込みである。
C）　教職員の体制で、大学の教育課程では、例えば小学校免許取得課程では中学
校免許を取得する講義（カリキュラム）にはなっていないという認識だが、両方の免許
を取得している教職員の配置が可能なのか。
→　しばらくは小中免許別々の職員配置としながらある程度の年数をこなして目指す
体制を整えたい。近年は両方の免許を取りやすい時代となっている。
K）　補足すると、大学にもよるが在学４年中で両方の免許を取得することができる。
A）　工事着手に向けての佳境を迎えていると思うが、費用のことばかりが注目され
て、肝心の中身について話し合いがふれられず深まっていないのが残念だ。
D)　このタイミングで手をつけなければ、後伸ばしにしたら作ることはできなくなる。
H）　会社の来客者で厳しく言う方もいる。再考するなら今しかない。身の丈に合った
モノ作りを考えてほしい。
A）　工事費の見通しはどうか。
→　これまで積算した建設費４６億円で収まらないという入札結果だった。そのため建
設資材を安価なものにするや、メーカーを変えるといったコストダウンを図って工事契
約を目指せないかを設計会社と協議している。工事面積を変えることは考えていな
い。
F）　新しい施設でサークル活動ができることを楽しみにして、こんな意見あんな要望
をこの間してきたが、この状況下だと要望内容を取り消したほうが良いのかと感じた。
→　サークル活動は学校でいうと特別教室にあたる。機能縮小は想定していないの
で心配不要である。
G）　１番望ましいことは子どもの安全確保である。町民交流は今後の部活動が地域
移行する際に重要なこととなる。
H）　個人的にはとても楽しみな施設である。町が盛り上がる起爆剤（例えば移住促
進）になることを期待したい。

事業拡大

K）　中身づくりを考える側の一人として頑張っていきたい。
A）　過日の地域町民と児童生徒が交流する機会に参加させてもらったが、とても良
い経験になった。学校はどうしても敷居が高い印象だったので今回の交流で身近な
学校になるとおもえた。
→　子どもたちにとってプラスになるプロクラムであった。
A）　移住促進の魅力アップにも連動するのではないか。
→　これから発信していきたい。とりわけ教職員に呼びかけをしているが、勤務を希
望したい声が数件直接寄せられているところだ。
A）　稚内中学校の建替えの工事費が１５億円だと記事読んだが、中頓別学園とどの
ような点で差異があるのか。
→　建物としてはほとんど完成している中で、増額補正１５億円になると聞いている。

小学校施設維持
管理事業

教育グルー
プ

　児童が快適で安全に学校生活を送り、
学習できる教育環境を維持する。
　学校施設等の安全管理に努めるため
専門業者による業務委託管理を実施す
る。

新しい学
校づくり

運営経費
電気設備等の点
検管理等業務の
委託

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

小学校教育振興
事業

教育グルー
プ

　生徒の教育活動において必要となる教
育資材等を整備し、教育指導の充実を図
るため実施する。
　児童生徒の健康の保持増進及び病気
の早期発見につなげていくことを目的とし
て、児童生徒の健康診断を実施する。

町営塾 教育に係る教材
及び使用料等の
経費

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

中学校施設維持
管理事業

教育グルー
プ

　生徒が快適で安全に学校生活を送り、
学習できる教育環境を維持するための事
業である。
　学校施設等の安全管理に努めるため
専門業者による業務委託管理を実施す
る。

新しい学
校づくり

運営経費
電気設備等の点
検管理等業務の
委託

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

中学校教育振興
事業

教育グルー
プ

　生徒の教育活動において必要となる教
育資材等を整備し、教育指導の充実を図
るため実施する。
　児童生徒の健康の保持増進及び病気
の早期発見につなげていくことを目的とし
て、児童生徒の健康診断を実施する。

町営塾 教育に係る教材
及び使用料等の
経費

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

重要度の位置づけ 令和5年度実績（単位：千円）

財源内訳政策の
柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先

７つの
アクション

重点
プロジェク

ト

R5執行方
針に明文

実施内容 事業費
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総合戦略ＫＰＩ
令和５年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R6.1改訂時の目標値】

重要度の位置づけ 令和5年度実績（単位：千円）

財源内訳政策の
柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先

７つの
アクション

重点
プロジェク

ト

R5執行方
針に明文

実施内容 事業費

第2節 子どもたちがいずれはまちに戻りたいと思える気持ちを育むまちづくり

第1項 自分らしい生き方を
実現するキャリア教
育の推進

学校・家庭・地域
の連携による教育
支援活動促進事
業

教育グルー
プ

　留守家庭の子どもを対象とした、厚生
労働省の「放課後児童健全育成事業」で
子ども子育て家庭への支援策として実
施。地域住民等の参画による「地域学校
協働運営本部」「放課後子どもプラン」
「家庭教育支援」の取組みを有機的に組
み合わせ、より充実した教育支援活動を
推進する。

町営塾
サバイバ
ルの達人
いつラボ

地方創生
の推進

〇 ・学校への学習支
援、連携　72回
・放課後子どもプ
ランの開催　238
日
・自然体験事業の
委託

4,959 696 823 3,440 長期休業期間中の
学習会開催回数 

2件／年
(チャレンジ教室夏+

冬）
【R6時点　２回/年】

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第2項 特色ある教育活動の
推進

英語力育成事業 教育グルー
プ

　国内におけるグローバル化が進展する
中、外国語によるコミュニケーション能力
を備え、国際的な社会環境に対応する人
材育成が必要である。次世代を担う子ど
もたちが、将来における可能性を広げる
ことを目的に、研修費・検定費を補助す
る。

地方創生
の推進

ハワイ語学研修
２年生　５名
３年生　４名
高校生　４名
引率　　３名
英語検定　26名

13,825 13,825 英検受検者数　
26件／年

【R6時点　３０件/
年】

　実用技能英語検定により、英語
能力の基礎を養い将来における
可能性をひろげることができた。

　実用技能英語検定は、年々受
験者数は増えてきている。小学生
の英語授業も始まり、こども園か
ら英語に触れてきたこと、ＡＬＴを
中学校に常駐せせていることの
成果が期待できる。
　ハワイ語学研修事業の実施に
あたり、中学校在学中に中止と
なっていた高校生も参加すること
から研修内容や実施時期等につ
いての検討が必要。

C）　英語検定の受検者数、合格級の内訳を確認したい。
→　小学生は実人数２名、中学生は延べ人数２４名。５級が１名、４級が６名、３級が
４名、準２級が２名である。
A）　すばらしい結果である。教育の目玉として位置づけを高めてはどうか。
→　リスニングが管内他校よりも高いと聞く。ハワイ研修でも聞く理解度が高く買い物
で困っていないようだったと報告を受けている。これまで積み上げた成果が表れてい
ると感じている。
D)　　英語の授業を目玉にすることはとてもよい。大崎上島町では高校生を確保する
のに英語を目玉としていたことで人が集まり過疎指定がはずれたというニュースを聞
いた。

現状維持

学習習慣育成事
業補助事業

教育グルー
プ

　学習習慣の向上：未来を担う子どもたち
が、将来活躍する場を拡げる。子育て世
代の教育費負担軽減：子どもを産み育て
やすい環境整備。検定合格による自己
肯定感、次への努力が見込まれ、学習習
慣サイクルが確立される。

地方創生
の推進

漢字検定４４名
リーディングスキ
ルテスト２７名

134 134 漢検受検者数　
44件/年

【R6時点　70件/年】

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

放課後児童健全
育成事業

教育グルー
プ

　就労等により、昼間保護者が家庭にい
ない小学生を対象として、家庭、地域等
と連携して発達段階に応じた主体的な遊
びや生活が可能となるよう、当該児童の
自主性、社会性及び創造性の向上、基
本的な生活習慣の確立等を図り、健やか
で心豊かな子どもに成長するよう児童の
健全な育成を推進します。

地方創生
の推進

放課後子どもプラ
ン

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

学校給食事業 教育グルー
プ

　学校給食は、児童生徒の心身の健全
な発達に資するものである。また、食に
関する正しい理解と適切な判断力を養う
重要な役割を果たすことに鑑み、学校給
食を活用した食に関する指導・食育の推
進を図ることを目的に実施する。

地方創生
の推進

・特色ある給食費
補助
・施設の修繕及び
設備更新

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

読書活動推進事
業
(なかとんべつ子ど
も読書プラン事業)

教育グルー
プ

　赤ちゃんから絵本に親しみ、また、町図
書室と認定こども園や学校図書室との連
携を図りながら、子どもを中心とした読書
活動の支援を推進するために必要な環
境を計画的に整備するため、平成22年度
から「子ども読書プラン」を策定し、読み
聞かせ活動などを推進している。

地方創生
の推進

ブックスタートの
推進
読み聞かせボラン
ティアの人材育成

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

夢と希望を感動体
験事業

教育グルー
プ

　子どもたちがどんな時代であっても、そ
の社会背景の責任にすることなく、力強く
生き抜いてほしいという、親・家庭の願
い、学校・地域の思いのこもった施策を
実施することで、「生きる力」（"Zest For 
Living")を育むことを目的に、未来を担う
子どもの健全育成と教育の基金を財源
に、２０歳までの町民が学校単位や、分
団活動、スポーツ少年団活動等において
取り組む各種体験活動を支援します。

地方創生
の推進

・中学校修学旅行
・中学校自然体験
・スキーの魅力体
験ツアー
※プロスポーツ観
戦は、コロナ予防
のため中止

1,368 13,680 感動体験事業の実
施

5回/年
中学校修学旅行
中学校自然体験

プロ野球観戦
プロバスケ観戦

スキーの魅力体験

【R6時点　３回/年】

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第3節 大人も一緒に学べるまちづくり

第1項 生涯教育の推進 文化財保護事業 教育グルー
プ

　国又は道の指定する物を除いた町内に
所在する文化財の保全及び活用のため
意見交換を行う。国の登録有形文化財
の意見交換を行う。

高山植物群の現
地調査を行い、保
存状況の確認を
実施した。
文化財保護委員
の減による委嘱の
検討

0 0 　高山植物群の調査を文化財保
護委員と教育委員会職員で調査
した。
高山植物群の一般公開の可能性
について、引き続き第三者からの
助言を得ながら検討する。また、
文化財保護委員の高齢化が課題
となっているが、新しい人材の発
掘には至っていない。

　高山植物群の一般公開の可能
性について、引き続き第三者から
の助言を得ながら検討する。

A）　高山植物、旧丹波屋旅館の以外に指定したいとするモノはないか。特にテシオコ
ザクラについては地元民でも知らない人が多い。これを知る権利が町民にあると思う
が、「守ろう」に仕向けられている。スポット的に触れてもらえる機会を設けるべきで、
そうなるには学芸員の配置が重要ではないか。活性化するアイテムがないかなと考
えたときに、ある方から　E委員宅から左の沢に大きな桂３～４本あると聞いたので、
この春にでも見学しようと考えている。
E）　その沢には化石もたくさんある。
　　　丹波屋は今どうなっているのか。
A）　危険家屋に指定されて中に入ることができないと聞いている。
F）　クラウドファンディングが展開されて以降、保存活用に至っていないことはもった
いない。グッズが作られて道の駅で販売しているが、広がりをみせていない。

現状維持

第2項 いくつになっても楽
しく参加できる文
化・スポーツ活動の
推進



3／14　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和５年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R6.1改訂時の目標値】

重要度の位置づけ 令和5年度実績（単位：千円）

財源内訳政策の
柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先

７つの
アクション

重点
プロジェク

ト

R5執行方
針に明文

実施内容 事業費

第2章 しごと「資源を承継し新しい産業や働き方を生み出すまち」

第1節 今ある資源を承継し新しい仕事をつくるまちづくり

第1項 地域特性を活かした
新たな産業振興の推

農業体験交流施
設管理運営事業

産業グルー
プ

　農産物等の食品加工の実践研修を通
じた生活文化の創造、農業体験、地域農
産物の直売、町民との交流、促進。

エプロン・
ツーリズム

・指定管理料
・樹脂窓枠工事
・高圧受電設備交
換工事

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

次世代人材投資
事業

産業グルー
プ

　新規就農者（親元継承含む）は、就農
後の経営の安定化に期間を要することか
ら、経営が軌道に乗るまでの間、一定条
件を満たす新規就農者に対し国が支援
を行う。

地方創生
の推進

対象者1名交付金
給付

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

農地中間管理事
業

産業グルー
プ

　国は、農業者の減少・高齢化や耕作放
棄地の増加が進む中で、担い手への農
地の集積と集約化を加速化し、農業の生
産性向上を図るため、農地中間管理機
構制度を創設。
　この農地中間管理機構が農地保有合
理化法人に代わり、従来からの売買に加
え貸借が加わった新たな仕組により、担
い手への利用集積・集約化等を推進す
る。

地方創生
の推進

・事業希望者の受
付

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

認定農業者支援
事業

産業グルー
プ

　本町農業の中核的な担い手として、経
営規模の拡大や集約化、複合化などに
よって、魅力ある経営実践を目指す意欲
ある農業者を｢認定農業者｣として認定
し、各種の支援を行う。農業者に対して
農業経営改善計画の作成推進を図り、
計画内容の審査を行う。認定農業者とし
て認定された農業者に対して、計画内容
に準じた設備投資等に係る資金の借入
に対して、道・町とにより利子補給を行
う。

地方創生
の推進

認定農業者　33戸
農業経営基盤強
化資金利子補給
対象者3戸

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

多面的機能支払
交付金事業

産業グルー
プ

　農業・農村の有する多面的機能の維
持・発揮を図るため地域の共同活動に支
援を行い、農用地、水路、農道等の地域
資源の保全管理を行うものです。
　農業者が現在耕作している草地・畑の
面積に応じて、農業者が主体となり組織
された推進協議会に対して、国費・道費・
町費より交付金を交付する。

〇 対象農地
畑　1a×100円
草地　１a×13円

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

農業振興事業 産業グルー
プ

　農業振興を促進するうえで行政が担う
べき計画の策定や、計画の遂行に必要
となる農業行政事務を執行するとともに、
農業施設の維持管理を行う。

地方創生
の推進

公用車車検・修繕
会計年度任用職
員報酬等

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

家畜自衛防疫対
策事業

産業グルー
プ

　環境衛生の強化を図り各種疾病並びに
各種伝染病の発生を予防するため、組
合員が協力、組織的・計画的な自衛防疫
を行い、その発生を未然に防止すること
により家畜経営の安定化を目的とする。

地方創生
の推進

ワクチン接種
家畜衛生に関す
る啓蒙・普及対応

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

中山間地域等直
接支払交付金交
付事業

産業グルー
プ

　中山間地域等における適切な農業生
産活動が継続的に行われるよう農業の
生産条件に関する不利を補正するため
の支援を行うこと等により、多面的機能
の確保を図るための施策を講ずる。
農業者が現在耕作している農地の面積
に応じて、農業者が主体となり組織され
た中山間地域等直接支払制度推進協議
会に対して、国費・道費・町費より交付金
を交付する。（1.5円/㎡）

地方創生
の推進

〇 第５期対策（R２～
R７）

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

農業担い手育成事
業

産業グルー
プ

　新たに農業経営を開始した新規就農者
に対する支援や酪農研修生への支援、
新規就農希望者の募集や委譲希望農場
の実態調査や、農業後継者の育成支援
等を行う。

くらしとしご
と

〇 ○道担い手育成ｾ
ﾝﾀｰ負担金
〇新規就農フェア
（東京、札幌参加）
〇体験研修受入4
名分

630 630 新規就農者数 0組
【５年間 2組】

研修会　0回
【５年間 10回】

新規就農・継承祝い
金の助成件数

新規就農奨励　1件
【５年間 ５件】

　昨今の酪農情勢の厳しさなどか
ら、酪農業への就業希望者が全
国的に少なくなっているため、酪
農研修生の受け入れまでは至っ
ていない。しかし、酪農専業地域
での生活体験への希望者は多く、
体験研修の受け入れに注力し、
地域の魅力を感じてもらい就農希
望へと進めていくことが必要。

　高齢化等を理由とした経営離脱
が今後も増えることが想定される
ため、地域の生産力を維持するこ
とはもとより、地域そのものを維持
していくためにも、新規参入者に
酪農経営を引き継ぐことは重要な
課題である。今後も就農フェアへ
の参加や関係機関への情報提供
などを行い、酪農と地域の魅力を
PRするとともに、体験研修により
地域を理解してもらうことは重要と
とらえている。
後継者技能向上対策事業につい
ては、日程や酪農ヘルパーの状
況等を勘案しながら進めていく。

特になし 事業拡大

各種制度資金利
子補給事業

産業グルー
プ

　酪農経営において累積した負債によ
り、経営悪化が余儀なくされている農家
に対して積極的に農業経営の改善を図
ろうとする者が、必要とする資金の借入
れに対し生ずる利子の一部を負担軽減
措置として利子補給を行う。

地方創生
の推進

改善計画の審査、
承認
利子補給事務

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

循環農業支援セン
ター管理事業

産業グルー
プ

　センターの施設全体を同利用組合に無
償貸付し、利用組合での運営を基本とし
ているが、施設管理上最低限必要な経
費（設備機械の維持管理費用や作業車
両の定期点検費など）を負担する。

地方創生
の推進

車両点検
施設設備保守点
検

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

農村地域交流事
業

産業グルー
プ

　中頓別町の酪農・畜産業をＰＲし、地域
住民と一体となった農業振興が必要と
なっている。
　酪農祭は、農業者が主体となって地域
住民との交流を図り、畜産・酪農に対す
る理解を深め、地域農業の発展を目指
す。　
　共進会は、乳牛の改良に積極的に取り
組む農業者が主体となり、体型等の優秀
な乳牛の評価を行い、道北共進会や全
道・全国共進会へと出場し、農業経営へ

地方創生
の推進

乳牛共進会
酪農祭

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略



4／14　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和５年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R6.1改訂時の目標値】

重要度の位置づけ 令和5年度実績（単位：千円）

財源内訳政策の
柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先

７つの
アクション

重点
プロジェク

ト

R5執行方
針に明文

実施内容 事業費

畜産振興事業 産業グルー
プ

　本町の基幹産業である酪農を主体とし
た畜産行政の執行と畜産施設の維持管
理を行う

地方創生
の推進

畜産関係計画の
策定及び管理
家畜衛生対策
家畜糞尿等畜産
環境対策の推進

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

町営牧場運営事
業

産業グルー
プ

酪農家の労働力不足等による育成牛の
発育管理、受胎時期の遅延による農業
経営へ悪影響が懸念されていることか
ら、育成部門における飼養労働力の軽減
と適期受胎による生産性の向上を図る。

地方創生
の推進

業務委託 R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

農業関係団体支
援事業

産業グルー
プ

　農業経営者に対し生産性の向上や経
営の安定化及び生活の向上を目的とし
た、農業者で組織する利用団体に対し、
運営にかかる経費の一部を助成する。

地方創生
の推進

・乳牛検定組合へ
の助成
・酪農ﾍﾙﾊﾟｰ利用
組合への助成

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

農業用施設維持
管理事業

産業グルー
プ

　農業用施設（排水路、農道、雑用水施
設、橋梁外）については、整備後一定程
度の年数が経過し、経年劣化等により、
一部の機能が発揮できない施設が発生
することが懸念される。
　農業用施設の維持補修を実施すること
により機能回復を図り、農業の経営の維
持と安定を図る。

地方創生
の推進

・農業用施設点検
・工事実施

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

草地畜産基盤整
備事業（公社営）

産業グルー
プ

　飼料基盤の整備、集約的な施設の整
備を行い、飼料基盤に立脚した規模拡大
及び生産コストに努め、持続的な畜産経
営の確保育成を目的とする。

〇 草地整備　
A=70ha
草地造成　
A=1.0ha

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

草地生産力向上
支援特別対策事
業

産業グルー
プ

　畜産担い手育成総合整備事業の実施
に伴って、本事業により農家負担の軽減
を図り、草地整備が促進され、自給飼料
の増産を目的としている。

地方創生
の推進

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

中頓別町酪農振
興支援事業

産業グルー
プ

　酪農家の規模拡大や施設の整備改修
への支援、後継者の経営継承時の支
援、農場譲渡者への支援を行い、既存酪
農家の経営の安定化や後継者への支援
及び、新規参入者への譲渡を促すことを
目的とする。

地方創生
の推進

〇 牛舎新築
牛舎増築
施設改修
その他後継者へ
の継承支援、農場
譲渡協力金等

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

草地整備型公共
牧場整備事業

産業グルー
プ

　酪農業の経営の基本となる良質粗飼料
の確保と後継牛の計画的かつ安定的な
育成を図るため、道営草地整備改良事
業により、草地整備改良を実施するとと
もに乳用牛の哺育育成預託施設の整備
を行い、酪農家の経営基盤の安定化と
労働力不足の軽減を図る。

地方創生
の推進

草地整備　　
525.8ha
用排水施設整備　 
29.3ha
家畜保護施設　　
4棟（哺育、育成）
雑用水施設整備　
1箇所
飼料貯蔵施設整　
2基

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

次世代農業促進
生産基盤特別対
策事業

産業グルー
プ

　酪農家等の収益力強化を図るための
機械導入や施設整備等に対する国費補
助事業で、酪農家個々の作業機械の導
入に対する助成が主となっている。
　施設整備の際には町経由で補助申請
等の事務手続きが生じるが、機械導入の
際には事務は発生しないため、必要に応
じて事務手続きを進める。

地方創生
の推進

補助金支出 R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第2項 森林資源の循環利用
の推進

森林整備・林業振
興事業

産業グルー
プ

　パリ協定の枠組みの下におけるわが国
の温室効果ガス排出削減目標の達成や
災害防止等を図るため、森林整備に必要
な地方財源を安定的に確保する観点か
ら創設された森林環境譲与税により、間
伐や人材育成・担い手の確保、木材利用
の促進や普及啓発等の森林整備及びそ
の促進

ゼロカーボ
ン
地方創生
の推進

〇 ・庁舎の木質化
・木製ベンチの製
作
・中頓別町天板PJ
・木のおもちゃま
つり
・積み木教室
・高性能林業機械
購入補助
.広葉樹の毎木調
査

26,721 26,721

森林組合での木材
生産量 9,133㎥/年
【Ｒ6年 8,000㎥/年】

木質化した公共施
設数1件

【Ｒ6時点 1件】

公共施設に設置し
た薪ストーブ 0か所
【R6時点 5か所】
※第1期達成分含

木質バイオマスボイ
ラー設置の公共施

設
0件

【１施設（Ｒ９時点）】

　森林環境譲与税を活用し、人工
林資源を主とした森林資源の循
環利用を進めるとともに、その下
支えとなる普及啓発活動を実施
し、町民の目を林業に向け、気運
の醸成を図っていくため、継続し
た取り組みを行っている。
今年度については、役場町民
ホールを町産材を一部利用してカ
ウンター等の製作や高齢者等が
休憩出来るようベンチの製作等を
行っている所ではあるが町民へ
のＰＲ等が不足しており検討が必
要な状況にある。

　町民に森林整備の理解を深め
てもらう為にも、ワークショップや
町産材を活用した木材製品を製
作等の取組を継続するする必要
があり普及啓発活動を実施し気
運の醸成を図って行く必要があ
る。また、ＨＰや広報等への掲載
等を活用する必要がある。また、
未整備森林（人工林）の森林所有
者に対して今後の山林経営の意
向を聞き取り森林整備の推進に
繋げる必要がある。合わせて林業
事業体への支援や森林労働従事
者への担い手への支援が求めら
れる。

A)　　町産材はどこで製材しているのか。
→　下川町所在の工場で実施してもらっている。さらに加工など職人の手が必要な場
合は旭川で対応してもらうので、経費がかさむような状況。ベンチは枝幸木材で対応
してもらった。　I）　枝幸木材は丸太は受けてくれるのか。
→　王子経由が基本となっている。
A)　森林環境譲与税はいくらか。
→　令和5年は1,557万円で、令和7年には2,300万円くらいかと見込んでおり、これが
今後も上限額となるかなとみている。
H）　森林作業で浜頓別町とあわせて補助金を受けているところだが、今後は夏の暑
さ対策が重要であるととらえており、この点も働き手確保に支援があるとよい。
事務局）　会議の事前に事務事業評価シートによらないで、実施計画に搭載している
「林業専用道（規格相当）開設事業」の事業概要欄に、合板・製材工場等の整備と記
されていた内容について、この会議の場で伺いたい旨問い合わせがあったので、事
前に担当課長へ伝えていた。
→　路網整備が目的とするもので、これにより製材につながる展開にする構想の事
業としているもの。
H）　地区によって林道が整備されていなく、積雪時に限ってスノーモービルで下見を
する場合があり不便である。いつでも山に車で行けるようある程度の林道整備をして
もらえるとありがたい。
I）　林道を整備する基準はあるのか。
→　大きい山であれば道営事業となり、小さい山は町営で進める。
H）　テーブルづくりなど今後はどのような事業展開になる想定か。
→　令和7年で役場町民ホールの木質化は完了する。森林整備に努めていきたい考
えはある。

現状維持

森林環境保全直
接支援事業

産業グルー
プ

　町有林を整備することにより、地域防災
の保全・水資源かん養などの公益的機
能を維持し、町民の財産である森林を適
切に管理する。

地方創生
の推進
ゼロカーボ
ン

〇 造林　4.92ha
下刈　35.29ha
間伐　17.16ha

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

中頓別町民有林
森林整備振興事
業

産業グルー
プ

　森づくり促進のため、補助事業により実
施した下刈の査定経費（補助対象経費）
に対して５％、人工造林ｈａ当たり３０千円
を森林組合を通じて森林所有者に補助
する。

地方創生
の推進
ゼロカーボ
ン

〇 下刈　120.35ha
造林　37.22ha

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

豊かな森づくり推
進事業

産業グルー
プ

　本町内に所有する民有林について、森
林としての機能の活性化を図るとともに、
森林資源の充実、森林の有する公益的
機能の高度発揮を目的として、造林の標
準経費（実行経費）に対して町が100分の
26を補助する。

ゼロカーボ
ン

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略



5／14　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和５年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R6.1改訂時の目標値】

重要度の位置づけ 令和5年度実績（単位：千円）

財源内訳政策の
柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先

７つの
アクション

重点
プロジェク

ト

R5執行方
針に明文

実施内容 事業費

第3項 まちが元気になれる
商工業の振興

商工業振興対策
推進事業

商工労働・
観光まちづ
くりグループ

　町内の商工業事業者の事業拡大や設
備などの整備改修、後継者や新規参入
希望者への事業継承を円滑に進めるた
めに必要となる支援を行う。

地方創生
の推進

〇 事業承継対策会
議
宗谷商工経済懇
談会
プレミアム型商品
券発行事業
商工業振興支援
補助金の運用

4,427 4,418 9

新規・継承者の助成
件数

商工振興支援 7件

【５年間 ２件】

　令和５年度もプレミアム率50％
の商品券を発行することにより、
地域消費活動の活性化に寄与し
た。発売より２カ月もたたずに完
売し、消費の底上げに貢献した。
プレミアム率等の検討は必要だ
が、事業を継続していくことで地
元の商店を利用してもらうことを
定着させていく効果もあると考え
る。
商工事業者に対する直接の補助
としては、外部評価委員会や町内
金融機関より事業者の要望の声
を伺い、振興支援条例の改正を
行った。これまで補助上限額の交
付申請が１度きりであったものを、
交付から５年経過したものは再度
補助を受けられるよう改正、また
副業・兼業を含む規起業をしよう
とする者への補助制度も創設し
た。
上記政策を継続しながら、事業承
継の施策を関係機関との協議を
進める。

　プレミアム商品券発行事業補助
においては、町内での一定程度
経済循環効果があると推察する
が、日常の消費に対する代替支
出にならない対策を講じる必要が
ある。また、事業者側においても
商品券の利用をきっかけとしてよ
り多くの町内購買となるような施
策の実施が求められる。商品券
発行自体は臨時事業の位置づけ
ではあるが、継続要望も根強いこ
とから、商工会とプレミアム率を協
議しながら取り組みを検討する。

特になし 事業拡大

第4項 ローカルな暮らしや
自然を楽しむ観光の
推進

そうや自然学校事
業

教育グルー
プ

　そうや自然学校を拠点とし中頓別町の
豊かな自然環境を活用した「体験型観光
の拡充」「地域の活性化」及び「地域と都
市間の交流増加」を図る。

サバイバ
ルの達人

地方創生
の推進

施設管理運営委
託
体験観光、宿泊体
験の受入れ事業
の企画実施
地域の観光資源
を活用した体験メ
ニューの企画実施

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

中頓別鍾乳洞自
然ふれあい公園管
理運営事業

観光まちづ
くり推進室

　北海道指定天然記念物である鍾乳洞
と、その周辺の豊かな自然環境を生か
し、地域住民の憩いの場や都市住民との
交流の場とする。

・維持管理委託
・大規模修繕基本
設計
・大規模修繕(3か
年)

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

観光振興事業 商工労働・
観光まちづ
くりグループ

　道の駅を観光拠点とし、観光客の入り
込み増に繋げるため各種イベントを開催
する。
　また、管内における緊密な情報交換を
通して宗谷地域の観光振興の推進と観
光資源の整備促進を図る。

観光行政の推進
並びに普及宣伝、
観光振興

1,799 1,005 794 観光入込客数 
8.6万人

【Ｒ6時点　6.0万人/
年】

　情報発信についてはビューロー
を中心的役割に位置づけＨＰで発
信を行うよう進めてきている。
当町を取り巻く観光の情勢は変
わっておらず、特産品も薄く、コン
テンツも少ないが、近隣自治体と
連携する取り組みができれば、新
たな流れが期待できる。

　町の観光振興を担う役割を持つ
なかとんべつ観光まちづくり
ビューローは、事業体そのものの
運営基盤固めに時間を要してお
り、新型コロナウイルス感染症の
影響もあったことから、観光振興
計画の多くの項目について実施
に至っていない。今後は事業体と
しての足元を固めながら情報発
信を継続的に実施し、町内観光
施設の連携や南宗谷エリアの観
光コンテンツ構築等に取り組む必
要がある。

A)　観光の近隣自治体との連携とは。　
→　南宗谷として誘客の連携を再開するため、道の駅間で取り組みを行うこととし、
相互でツアーのコンテンツ作りを考えるところから着手している。本町はまずはビュー
ロー主導でアプローチをしている。

事業拡大

観光イベント振興
事業

観光まちづ
くり推進室

　町民総参加による観光イベントを開催
し、地域住民に楽しんでもらい、地域の
人たちが親睦交流を図る。

エプロン・
ツーリズム

・北緯45度夏まつ
り、しばれまつり
のイベント事業補

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

観光振興計画フォ
ローアップ事業

観光まちづ
くり推進室

　平成28年度に策定した観光振興計画を
推進。中頓別町の観光資源を活用した体
験メニューの商品化や情報発信をつうじ
て関係人口や移住者の増を図るほか、
観光を核とする地域の活性化を推進する
ため、なかとんべつ観光まちづくりビュー
ローの運営支援を行う。

地方創生
の推進

・観光組織フォ
ローアップ事業委
託
組織運営支援な
ど

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

なかとんべつ観光
まちづくりビュー
ロー運営事業

観光まちづ
くり推進室

　ビューローの運営を支援することで、観
光を通したまちづくりの推進を図る。

地方創生
の推進

・運営補助
・協力隊員給料負
担金

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第5項 誰でもチャレンジで
きる起業支援の推進



6／14　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和５年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R6.1改訂時の目標値】

重要度の位置づけ 令和5年度実績（単位：千円）

財源内訳政策の
柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先

７つの
アクション

重点
プロジェク

ト

R5執行方
針に明文

実施内容 事業費

第6項 6次産業化の推進 ６次産業化推進事
業

産業グルー
プ

地域の中で分断されがちな地元の生産
者と消費者が直接牛乳を通じて交流を進
め、住民として基幹産業に誇りと期待を
持って双方が支えながらより良い生産
者、消費者へ成長することを目的に、中
頓別町産の乳処理業の事業化「牛乳の
製品化」を実現し、地域資源を生かした
起業化、雇用創出を図る。
　また、醸造用ブドウの栽培を進め、新た
な特産品の開発と地域産業の創出を図
る。

エプロン・
ツーリズム

地方創生
の推進

〇 先進地視察（池
田、名寄　等）
ブドウ試験栽培圃
場管理　kg　
なかとん牛乳製造
販売
900ｍｌ　本
250ｍｌ　本

15,593 2,447 6,557 6,589
ソフトクリームをヤマ
フク/道の駅で販売
スタート

なかとん牛乳を用い
た商品化の数
２点（５年間）

　なかとん牛乳は製造体制も安定
し、ふるさと納税等での返礼品と
して活用され散るほか、札幌市内
でも少量ではあるが販売も継続さ
れている。また、なかとんアイスの
製造も再開し好評である。今後も
地域をPRする資源として活用を
進める。
　醸造用ブドウについては、5年度
より商業用圃場の整備を開始し、
4年間で約2,000本の苗の定植を
進める計画である。
　試験栽培では、遅霜対策として
燃焼法を実施し、過去最高の75
㎏の収量があったことから、道内
のワイナリーにて試験醸造を依頼
した。

　なかとん牛乳は地域のブランド
牛乳として定着してきており、今
後の販路拡大を目指すとともに消
費期限の長いアイス製造も定期
的に製造するよう進める。
　ワイン用ブドウの試験栽培は、
道内の主産地と比較すると生育
に遅さは見受けられるが、凍害や
霜対策に注意していくことで、一
定程度の収量は確保することが
可能であることが実証されつつあ
る。令和５年度より商業用圃場の
整備を進めており、地域の理解を
深めながら新たな特産品として町
をPRする資源として育てていく。

A)　　なかとん牛乳を販売すると、農家さんの収入はどのようになる仕組みか。
→　　現在年間6,000㎏製造で運用している。ふるさと納税返礼品の適用により1,000
㎏増の状況。月別に3軒の農家さんをローテーションにて生乳の提供を受けている。
生乳の手配はホクレン経由であるため経費を調整しながら、約30円/㎏としているの
で、20万円弱を3軒で報償費のような位置づけで渡している。
A)　　3軒の選考基準はあるのか。
→　　乳質が良い農家を選考するような方法である。
A)　　バター、チーズといった２次加工品ができがると、ふるさと納税の魅力アップに
つながると思うがその実現性はどうか。
→　　現施設のスペースがこれ以上の生産に適していない。またここ規模以上の工
場を整えると取り組みの可能性は高まるとおもうが人員不足が見込まれ難しい。

事業拡大

ミルクプラント運営
事業

産業グルー
プ

　地域で生産された生乳を使用した地域
牛乳『なかとん牛乳』の製造や地域で生
産された牛乳等を活用した特産品の開

エプロン・
ツーリズム

地方創生
の推進

飲用乳製造
乳製品試験開発
等

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第2節 多様な働き方と暮らし方が選択できるまちづくり

第1項 多様で柔軟な働き方
ができる環境づくり
の推進

コモンズ形成事業 政策経営グ
ループ

　近年ではSDGs、脱炭素、地域共生社
会など、新たに多岐にわたる政策テーマ
が頻出し、グローバルな視点からも解決
が要求されていることから、町としても持
続可能な社会発展に向けた取り組みが
これから必要であると考え脱炭素実践に
取り組むとともに、関係人口（都市部の学
生）を呼び水として、住民ひとり一人がこ
れまで中頓別町で営まれてきた生活、共
助の仕組み、地域資源を振り返り（聞き
書きを行い）、その学びを通じて、住民相
互のコモンズ形成（共助の仕組み）の構
築する。

地方創生
の推進
SDGs
新たな交
通体系

〇 ・町民インタビュー 
９名　
・共助のしくみづく
り推進協議会　４
回実施　
・移住定住促進　
・しごとマッチング
機能の促進　
・シェアリングの促
進　
・コミュニティ施設
実施設計

22,290 11,071 11,219 関係人口の拡大
１件

【R6時点　2企業】

町民が集える場の
開放施設数　1か所

【R6時点　1か所

　ライドシェア、中頓別無料職業紹
介所、特定地域づくり事業協同組
合の継続・充実展開、地域生活サ
ポート事業による日常生活の困り
ごと解消となる活動充実を目指し
ている。また、共助の取組となる
拠点「モトマツダ」のお試し利用か
ら不具合個所の改善のため改修
工事実施設計を取りまとめた。
　3年目はこれらの取り組みが自
走できるのかについて検討し、こ
れまで実施してきたプロジェクトの
集大成としてまとめ、R7以降の地
方創生に向けてさらに議論を深め

　事業最終年となるため、これま
での総括も重ねて令和7年度以降
にどのような展開可能性があるの
かも視野に、丁寧な協議を推進す
ること。

H）　モトマツダについて、改修に大きな経費をかけて運用を開始していると聞いてい
るが、実際にどのような施設となっているのかがわからない。
→　町なかの町民活動の拠点として、コアメンバー会議と称して、数名の町民の方に
数回の会議に参加いただき、オープンとした。工事費の大半は、電気やガス設備の
取り換えに要しており、耐用年数が過ぎた設備を使い続けることに安全性に欠ける状
態で使用提供には至れないといった事情があった。広報については、詳細を紙面で
お伝えすることも考えたが、情報量がとても多くなるため、発想の転換でシンプルにし
て、関心を覚えた方は気軽にお問い合わせくださいというチラシ配付でスタートした。
使用状況は広報の紙面活用、ＳＮＳ発信を適宜努めているが、まだまだ十分ではな
いという指摘はいただいている。
H）　聞いてみて理解することができた。もっともっと広報してもらえればよいと思う。

改善・効
率化

奨学金等償還支
援事業

総務グルー
プ

　中頓別町奨学金等償還支援条例は、
町内事業所等に就業中或いは就業予定
があり、町内に住所があるか定住をする
見込みがある者で、奨学金等の償還中
或いは償還を予定する者に対して助成を
行う制度であります。また、国家資格等
取得者に対して奨学金等の一括償還相
当額を貸付ける制度でもあります。

地方創生
の推進

奨学金等償還支
援助成及び奨学
金等償還支援貸
付

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第2項 新たな情報通信社会
の導入実現に向けた
技術の活用

地域情報化推進
事業
（高速ネットワーク
通信環境整備）

政策経営グ
ループ

　超高速ブロードバンドサービスが利用
できる環境を整えたことにより、町内各世
帯における情報格差の是正と地域の活
性化を図る。
また、ラジオ難聴区域の解消のための放
送事業者への改善要望や地上デジタル
放送設備の維持管理にかかる支援を推
進する。

情報化
地方創生
の推進

〇 ・情報格差の改善
（家庭、事業所に
おける光サービス
契約戸数、Wi-Fi
等設備の拡充）
・地デジ設備の維
持管理

未来技術導入数
０件

【R6時点　1件】

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第3項 自然と調和する住環
境整備し、人口減少
対策の推進

移住定住促進事
業

商工労働・
観光まちづ
くりグループ

　交流居住人口の増加を図るため、移住
体験事業によるきっかけづくりから、季節
居住のための住宅情報の提供、滞在期
間中の生活体験に係る条件（農地利用
関係等）を整備する事業である。このた
め、実行委員会（ピンネシリ地区）を組織
し、ＰＲ活動等を実施している。

くらしとしご
と
地方創生
の推進

〇 ・中頓別町移住
フェアの実施（大
阪）
・中頓別町無料職
業紹介所の運営
・中頓別町特定地
域づくり事業協同
組合の運営
・移住定住に関連
する各種情報の
発信

1,091 460 631 北海道UIJターン新
規就業者　0件

【R6時点　1件/年】

移住者向け住宅設
置数0戸

【5年間 2戸】

都市部との交流イ
ベントの回数

2回/年
移住フェア(大阪）
宗谷交流（港区）

【R6時点　5回/年

　令和５年度の移住フェアは、関
西圏での中頓別町の認知や北海
道への移住希望などの調査を目
的とし、大阪で単独で実施した。
来場者は３組５名、個別相談は２
件あり、うち１件は中頓別町内で
のお試し暮らしを希望されてい
た。当日まで予約がなかったこと
については、関西圏での道北・宗
谷地方の知名度が低かったことも
要因として挙げられるが、広報の
タイミングやツールについても改
善の余地があると考える。また、
近隣自治体との共同開催の実施
可能性について今後検討する。
お試し暮らしについては、長期滞
在者２件と短期での滞在が３件
で、特に夏季に避暑などを兼ねて
二地域居住の検討のために利用
するスタイルである。おためし暮ら
し住宅の老朽化や家具家電の不
具合の意見もあることから、快適
におためし暮らしをしてもらえるよ
う環境を整えることが必要であ
る。

　人口減少や高齢化による担い
手不足の解消策として、移住定住
推進は重要な取り組みである。近
年、働き方が多様化するととも
に、どこでも働ける環境が整いつ
つあることから、リタイヤ世代だけ
でなく、現役世代の地方移住事例
が多くみられるようになってきてい
る。当町においても、移住推進策
として、住宅や仕事の情報を取り
まとめＳＮＳで発信するなど、ソフ
ト面に関しては安定稼働してい
る。今後は、地域おこし協力隊制
度の更なる活用や、住環境の整
備、起業しやすい設備（例：チャレ
ンジショップ等）の整備など、現役
世代のニーズを見極めそれに応
える施策を検討する必要がある。

A）移住フェアだが、農業担い手でも取り組まれている新規就農希望者の確保とクロ
スすることはあるか。
→　移住フェアではあらゆる相談を想定して資料等準備をして実施しているが、ニー
ズはない。現役世代の問い合わせはほとんどない。
A）　ほかの自治体での取り組みは承知しているか。
→　ふるさと回帰支援センターを介して移住フェアを実施しているが、北海道や沖縄
は人気が高いものの、首都圏でいうと新幹線で１時間以内の移動時間で行ける場所
を、北海道内でいえば空港から１時間圏内の移動ができる地域が好まれている。とし
た場合に本町は遠路であるため、本町に関心のある方にターゲットを絞って取り組み
を進めたほうが良いと想定しているところ。
I）　中頓別学園の整備にかかわって教育とタイアップして取り組むことはどうか。
→　フェアでも子育てに関する資料も持参している。アプローチの方法を考えると、例
えば「保育園留学」ができると関心が深まるかもしれないのでという横連携は考えた
ことはある。ただ施設のキャパや職員体制などを見極めていないと取り組むことはで
きない。
C）　親子山村留学の取り組みでは、ＰＲ方法にもよるのかもしれないがＳＮＳもすべ
てのコンテンツを活用していないこともあからなのか、この１～２年は問い合わせがな
い状況。発信した情報は200件のアクセスはあるようだ。
A）　有機的なつながりがあると効果が高まるかもしれない。
→　　親子山村留学の情報もフェアに持って行っているし、町ホームページにリンクを
貼っているところ。
A）　地域おこし協力隊の移住への役割は。
→　令和6年度から事業間の連動という意図で位置づけとする建付けでいる。とは
いっても道内で実際に十何人も受入れしている自治体はあるが、本町では働く場所
など各種調整に手が回らない状況になりえそうだと想像している。

事業拡大



7／14　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和５年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R6.1改訂時の目標値】

重要度の位置づけ 令和5年度実績（単位：千円）

財源内訳政策の
柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先

７つの
アクション

重点
プロジェク

ト

R5執行方
針に明文

実施内容 事業費

くらしとしごとの相
談窓口推進事業

産業課商工
労働・観光
まちづくりグ
ループ

　移住と労働に関連する情報を一元的に
発信する。
原課で実施している各施策をまとめ専用
WEBサイトを通じて提供することで、移住
検討者が必要な情報を容易に収集でき、
移住をより具体的にイメージすることがで
きる事業である。
また、SNSを活用し町の情景や生活様式
を発信、中頓別町のブランド形成を行う。

くらしとしご
と

〇 ・特定地域づくり
事業協同組合の
運営
・中頓別町無料職
業紹介所の運営
・くらしとしごとの
窓口WEBサイトの
運営

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第3章 福祉「誰もが健康で安心して暮らせるまち」

第1節 末永く安心して暮らせるまちづくり

第1項 将来にわたり安心で
きる医療体制の充実

国民健康保険病
院事業

国保病院 　地域住民の病気の治療及び健康増進
を図るため、国民健康保険病院を開設し
運営する。

オンライン
診療

地域共生
社会

〇 国保病院運営
介護医療院の運
営

577,485 2,072 432 574,981 専門医師の招へい
人数

健康診断等各回の
診察医師1名

【R6時点　1名】

　年度当初は医師３名体制でス
タートしておりますが、５月に1名
の退職がありました。医療提供体
制を維持するため今後も医師２名
体制を継続する必要があります。
昨年７月から病床を縮小し介護医
療院を併設し、医療及び介護施
設としての２つの役割を担うことと
しており、入所者も平均で１３．７
人と目標の１５人とはなりません
でしたが、運営も安定してきており
ます。人口減少により医業収益が
減少傾向にあることから薬品や診
療材料費、経費等の節減に努め
後発医薬品への転換も積極定期
に取り組んでいます。
また、介護保険事業については、
訪問看護は利用者数が減少して
おりますが、通所リハビリ、居宅事
業所についてはニーズが高いこと
から各部門と連携してサービスの
向上に今後も継続して取り組んで
いく。

　年度途中で医師１名の退職はあ
りましたが、医師２名体制を維持
し、医療提供体制充実が図られよ
う次年度も継続して取り組んでい
く。
昨年度に地域医療提供体制と地
域包括ケアの構築のための基本
方針に基づき、７月から介護医療
院１６床を病院へ併設し、老人
ホームや障がい者施設等からの
移行を進め定員の増加に努めて
きました。次年度以降も介護医療
院入所及び介護保険事業の充実
にも取り組んでいくこととしていま
す。

・介護保険３事業の充実及び地域
医療提供体制と地域包括ケア構
築に伴う連携体制の構築及び方
向性の検討

A）　介護医療院をスタートしてから運営状況に変化はあったか。また、看護師の勤務
に変化はあるか。
→　赤字が4,000万円から1,600万円になった。当初は医療と介護システムのちがい
に苦慮していたが時間の経過とともに順調な状況になってきている。

H）　医師1名が辞められてことは残念。どのような事情があったとみているか。
→　在宅医療の提供を目指していたが、イメージどおりに進められないといった判断
に至ったようだ。

A）　入院１５：１は保っているのか。
→　この春で退職者が数名いて、この3月で維持できない状況となったため診療報酬
について返上した。
D)　派遣はないのか。
→　派遣は「責任感」を求められない立場にあったので勤務方法として選択されるこ
とが多かったが、最近その割合が変化してきて、派遣希望者が少なくなっている。

A）　今後の運営方針などビジョンはどのように考えられているか。施設そのものはど
うか。
→　これまでの協議で「診療所にする」が提案されている。完全な無床化とするのか
等々検討をしなければならないところ。専門コンサルへ分析調査を依頼することも視
野にこれからつめていきたい。

現状維持

介護保険事業 福祉グルー
プ

　高齢者が安心して自立した在宅生活が
送れるように、今後は、小規模多機能型
居宅介護事業所を開設予定である。
2024年の介護保険法の改正で、地域密
着型通所介護と訪問介護の複合型サー
ビスに変更になることを見据え、南宗谷
福祉会で運営しているデイサービス事業
所及び訪問介護事業所を町に移管し、在
宅事業を展開していきながら事業内容の
充実を図り、高齢者のニーズに的確に捉
えたサービスを提供できる体制の構築を

在宅デイサービス
センターの運営

56,501 20,923 35,578 　令和５年より中頓別町へ業務移
管となり、地域の方とのふれあい
の場の提供や新しい取り組みを
計画し、在宅利用者に利用してい
ただけるよう取り組みを進めてい
る。

　令和5年度から社会福祉法人南
宗谷福祉会から中頓別町へ業務
移管に伴い、中頓別町の社会資
源として模索を開始している。当
該年度は在宅サービスを過不足
なく町民に提供することを念頭に
事業に専念している。次年度の方
向性として、地域住民が当該施設
の理解が増進するように取り組み
たい。

A）　町営となって職場内での変化はあるか。
F）　家族で利用させてもらっているが、施設へ行くことがとても楽しいと言っていた。
→　公務員としての自覚と責任をあらためて持ちはじめた。

⁰

第2項 安心して子供を産み
育てられる環境の整
備

子育て世代包括支
援センター事業

福祉グルー
プ

　妊産婦及び乳幼児の健康の保持増進
に関する包括的な支援を行うことにより、
地域の特性に応じた妊娠期から子育て
期にわたるまでの切れ目のない支援を
提供する体制を構築することを目的とす
る。

地方創生
の推進

①妊産婦及び乳
幼児等の実情の
把握　②妊娠・出
産・育児に関する
総合的支援事業　
③支援プランの策
定　④保健医療又
は福祉の関係機
関との連絡調整　
⑤要保護児童等
に対する支援　⑥
母子保健事業　⑦
子育て支援事業　
⑧その他

2,427 573 570 1,284 子育て施策に満足
できる町民の割合

－％
【Ｒ６時点 60％】

※町民アンケート実
施時による

　妊娠期から産前産後、子育て期
と家族支援の視点を持ちながら、
より専門的できめ細やかな支援を
行えるようになった。なかとんネウ
ボラホットラインでの相談も定着し
ており、ネウボラルームでの来所
相談、訪問件数も安定的に実施さ
れている。子育てサークルのひ
よっこクラブには毎週参加し、子ど
もたちの様子を見ながら、お母さ
んたちの相談を受けている。こど
も園が主催している子ども支援
ネットワーク会議で情報提供を行
うなどし、必要時には子ども若者
ケア会議の開催を行い関係機関
と連携して速やかな支援を行って
いる。

　児童福祉法の改正により、「子
育て世代包括支援センター」（母
子保健）と「子ども家庭総合支援
拠点」（児童福祉）の設立の意義
や機能を維持した上で組織を見
直し、全ての妊産婦、子育て世
帯、こどもに対し、母子保健、児童
福祉の両機能が一体的に相談支
援を行う機関として「こども家庭セ
ンター」の設置に努めることとな
た。令和8年度までに全市町村が
設置することが必須となったため
体制の整備を図っていく。

A）　センターとこども園との連携はどのようになっているか以前にもお聞きしたこと
あったがその後どのような状況か。
→　しっかり連携が整っていると思う。幼対協といった会議体において.情報交換は
行っている。
I）　子育てをする家庭にはとてもありがたい。
G）　消防との連携は継続しているのか。
→　こうのとりサポートは継続している。
A）　助産師は２名か。
→　１名である。

現状維持

子ども医療費助成
事業

福祉グルー
プ

　満１８歳までの子どもたちに対し、医療
費の無料化を図り、疾病の早期発見・早
期治療を促進し、子どもたちの健康の向
上と福祉の増進や子育て家庭の経済的
負担を支援する。

地方創生
の推進

医療費助成 R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

子ども・子育て支
援事業

福祉グルー
プ

　児童福祉法（昭和二十二年法律第百六
十四号）その他の子どもに関する法律に
よる施策と相まって、子ども・子育て支援
給付その他の子ども及び子どもを養育し
ている者に必要な支援を行い、もって一
人一人の子どもが健やかに成長すること
ができる社会の実現に寄与する。

育児と仕
事の両立

子ども・子育て会
議
子ども・子育て支
援システム保守
未熟児養育医療

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

ファミリー・サポー
ト・センター事業

福祉グルー
プ

　育児の援助を行える者と育児の援助を
受けたい者からなる会員組織として、中
頓別町ファミリー・サポート・センターを設
置し、相互援助活動を推進することによ
り、地域の子育て支援の充実と経済的負
担の軽減を図ることを目的とする。

地方創生
の推進

・保育施設の保育
開始前や保育終
了後の子どもの預
かり
・保育施設までの
送迎
・放課後子どもプ
ラン終了後の子ど
もの預かり
・学校の放課後の
子どもの預かり
・冠婚葬祭又は学
校行事の際の子
どもの預かり

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略



8／14　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和５年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R6.1改訂時の目標値】

重要度の位置づけ 令和5年度実績（単位：千円）

財源内訳政策の
柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先

７つの
アクション

重点
プロジェク

ト

R5執行方
針に明文

実施内容 事業費

不妊治療費助成
事業

保健グルー
プ

　一般不妊治療（医療保険適用治療も含
む。）及び特定不妊治療に要する費用を
助成することにより、不妊治療を受ける
夫婦の経済的負担の軽減と少子化対策
の推進を図ることを目的とする。

地方創生
の推進

治療に要する費
用の一部助成及
び交通費助成

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

母子健診事業 保健グルー
プ

　 乳幼児の健診では小児科の医師や歯
科医師による健診、保健師・歯科衛生
士・栄養士による健康相談等を実施する
ことにより安心して子育てが出来るように
支援する。また、妊婦健康診査の費用の
助成を行うことで、妊婦の健康管理の充
実と安心して妊娠・出産が出来る体制を
確保する。

地方創生
の推進

乳児健診、１歳
６ヵ月児健診、３
歳児健診
妊婦健康診査の
助成

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

妊産婦安心出産
支援事業

保健グルー
プ

　分娩可能な産科医療機関までの距離
が遠く、妊産婦の心身両面の負担や経
済的負担が大きいことから、健康診査や
出産にかかる経費について支援する。

地方創生
の推進

妊産婦健康診査
への交通費の助
成
出産時の交通費
および出産準備
のための宿泊費

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

いきいきふるさと
推進事業

政策経営グ
ループ

　本町の住民や転入者に対して、あたた
かい歓迎の気持ちを込めて必要な情報
の提供及び転入手続きにおける利用し
やすい窓口の環境整備を図るとともに、
子育てに対してお祝いの気持ちを込めて
祝品の贈呈や支援をしていくことにより、
中頓別町における住民の定住化とほんと
うの豊かさを分かち合うあたたかいまち
づくりを推進する。

地方創生
の推進

生活情報誌
転入者牛乳引換
就職祝い金
通学バス定期補
助
高校通学支援補
助
結婚祝い金
出生祝い金

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第3項 誰もが安心して暮ら
せる地域共生社会の
実現

社会福祉総務事
業

福祉グルー
プ

　社会福祉施策推進に関する経費、各種
審議会・委員会等の開催に要する経費
や、重要課題に対するための経費です。

〇 保健福祉審議会
国民健康保険運
営協議会
民生委員の推薦
委員会
社会福祉行政に
係る普通旅費及
び公用車の維持
管理
令和５年度外国人
奨学生　2名

15,630 15,630 福祉施設就業者の
確保のための人材
育成を支援した人

数
外国人材育成負担 

一式
保健師 2名

外国人就労2名

【看護師・介護福祉
士等　5年間　4名】

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

社会福祉法人資
格養成助成事業

福祉グルー
プ

　中頓別町において社会福祉事業を経
営する社会福祉法人に対し、福祉施設に
勤務するべき職員の養成にかかる経費
について一部を助成することにより、福祉
職員の恒常的不足を解消することを目的
とする。

地方創生
の推進

R5実績
　長寿園職員　1
名

64 64 福祉施設専門資格
取得の助成、就業
者確保の支援数　
資格養成 1件
【5年間　5名】

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

地域生活サポート
事業

福祉グルー
プ

　ゴミ捨てや窓拭きなどを頼みたい高齢
者等（依頼会員）と、地域の困り事解決の
担い手となりたい人（提供会員≒有償ボ
ランティア）のマッチング調整業務を行う。
また、提供会員によるボランティア援助活
動が円滑に行われるための提供会員養
成講座や必要なサポート業務全般を担
当するほか、会員同士の交流会や意見
交換会等の場を設置し、会員及び住民
の意見を事業内容に反映させるための
諸業務を行う。

いつラボ 地域共生
社会

〇 町内ヒアリング
庁内関係課連携
会議
令和５年度実績
依頼件数　52件
活動回数　102回

128 128 買い物の不便さを
感じている住民の割
合
（町民アンケート）

【３０％（Ｒ７時点）】

　事業利用助成金の手続きをおこ
なった。

　本事業については、令和４年度
から開始されており、今後も利用
状況の確認や必要に応じて活動
内容の見直しをするなど、よりよ
いサービスとなるよう努める。

D)　　依頼会員が増えているが、提供会員はどのような状況か。
→　直近（2.25）でいうと依頼会員は４０名、提供会員は１２名で、そのうち９名がよく
対応していただいている。
I）　提供会員の年齢構成は今わかるか。
→　２０代　　１名、３０代　　２名、４０代　　１名、５０代　　１名、６０代　　４名、７０代　　
３名、８０代　　０名である。
D)　提供会員の活動バランスは一部に偏っていたりするか。除雪の依頼はどのような
感じか。
→　　一部の会員が主力的に活動していただいている。タイミングによっては担当者
が対応することもある。除雪依頼が多くて、令和６年度だと７０件は超えている。夏は
草刈りが多く、それ以外に掃除や洗濯もある。
A）　ホームヘルパーの派遣とはくくり分けされているのか。孤立世帯はないか。
→　　ヘルパーは介護認定者のため、区分けをしている。保健師等の訪問を実施して
いるので、各世帯の状況は把握している。

現状維持

地域支え合い・見
守り活動推進事業

福祉グルー
プ

　小地域でのネットワーク活動やサロン
活動など、自治会や社会福祉協議会とと
もに町民が主体的に地域で支え合う取り
組みをすすめます。また、要援護者の支
援、権利擁護に積極的に取り組みます。

地方創生
の推進

要援護者システム
改修

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

冬季生活支援事
業

福祉グルー
プ

　居住の用に供する住宅の玄関、ベラン
ダ、屋根等の除排雪等をすることが困難
な高齢者世帯、障がい者世帯及びひとり
親家庭等世帯等に対し、冬期間の積雪
による安全を確保するため、除雪等の経
費の一部を助成することにより、これら世
帯の安全の確保と、地域福祉の推進を
図ることを目的とする。

地方創生
の推進

費用の一部助成 R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第4項 障がい支援と心のな
やみサポートの推進

障害者福祉事業 福祉グルー
プ

　障害者の自立更正や社会参加の促進
を図る。
　障害に関係なく共通のサービスを地域
で受けることができるよう、障害者福祉施
設事業の体制整備と充実を図る。

いつラボ ・障がい者団体の
支援
・精神疾患患者移
送

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

地域生活支援事
業

福祉グルー
プ

　障がい者（児）が、自立した日常生活又
は社会生活を営むことができるよう利用
者の状況に応じ、柔軟な形態により事業
を効果的・効率的に実施し、障がい者
（児）の福祉の増進を図るとともに、障が
いの有無に関わらず安心して暮らすこと
のできる地域社会の実現に寄与する。ま
た、障がい者等が働いている事業者へ、
助成金を支出することで、地域内の障が
い者等の就労を促進を図る。

地域共生
社会
地方創生
の推進

〇 相談支援
成年後見制度利
用支援
コミュニケーション
支援
日常生活用具給
付等
日中一時支援

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略
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め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和５年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R6.1改訂時の目標値】

重要度の位置づけ 令和5年度実績（単位：千円）

財源内訳政策の
柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先

７つの
アクション

重点
プロジェク

ト

R5執行方
針に明文

実施内容 事業費

第5項 男女共同参画の推進 青少年育成・男女
平等参画業務

総務グルー
プ

　地域の子ども・若者を健全に育成する
ため、関係セクションとの連携を図り有害
情報の氾濫防止、ひきこもりや不登校な
ど心身の悩み解決に取り組む。
　男女平等の社会づくり、配偶者への暴
力の根絶など地域における男女共同参
画の推進をする。

育児と仕
事の両立

広報による啓発活
動

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第2節 いくつになっても健康でいつまでも元気でいられるまちづくり

第1項 生涯を通じた健康づ
くりの推進

がん検診事業 保健グルー
プ

 　がんの早期発見に資するよう、がん検
診の方法等の検討、がん検診の事業評
価の実施、スタッフの研修の確保、その
他がん検診の質の向上を図るために必
要な施策を講じるとともに、がん検診の
受診率の向上に資するよう、がん検診に
関する普及啓発その他必要な施策を講
じる。

地方創生
の推進

〇 胃・肺・大腸・子
宮・乳がん検診
前立腺がん検診
喉頭がん、耳鼻咽
喉科の検診

1,858 1,789 49 安心して暮らせると
満足できる町民の

割合
－％

【Ｒ６時点 ８０％】
※町民アンケート実

施時による

　今後も国の指針やガイドライン
に基づいて検診を行っていく。
受診率の向上に向けて、がん検
診の有効性について周知していく
と同時に、受診を動機づけるよう
にオプションの紹介を行うなどし
て、検診を受ける受けることでの
安心感や、検診の魅力を発信して
いく。
事業の継続を行う。今年度も乳が
ん・子宮がん検診に対するクーポ
ン券を対象者に配布する。オプ
ション検診などを継続し、受診勧
奨方法を工夫して行っていく。

　1年に1回の町民が自分の健康
を確認する機会である、町民の
ドックとして定着するように引き続
き有用性や継続受診による安心
感を周知していく。また、未受診者
への受診受診勧奨を強化して、受
診率向上につながるように取り組
んでいく。

A）　健診案内がしっかり届くこと、さらに希望時間が細分化しているので、検査の待
ち時間がないので良好だと思う。前回、キャンサースキャンという会社を活用している
と記憶しているが今も変わりないのか。社会保険加入者でも受診できるのか。
→　　時間の細分化して受付調整はつい最近導入したばかりで、工夫は重ねたい。
キャンサースキャンは契約をして継続している。会社等で推奨する医療機関での人
間ドックが大半だと思う。町実施の健診も受けることはできる。

現状維持

予防接種事業 保健グルー
プ

　伝染のおそれのある疾患の発生および
蔓延を予防するために、予防接種を行
い、公衆衛生の向上および増進に寄与
すると共に、予防接種による健康被害の
迅速な救済を図ることを目的とする。

地方創生
の推進

2種混合・４種混
合・BCG・麻しん
風しん・小児肺炎
球菌・ヒブ・水痘・
日本脳炎・B型肝
炎・パピローマウ
イルス感染症・イ
ンフルエンザ・高
齢者肺炎球菌・ロ
タウイルス

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

健康診査事業 保健グルー
プ

　骨粗鬆症検診は早期に骨量減少者を
発見し、骨粗鬆症を予防することを目的
とする。 肝炎ウイルス検診は肝炎による
健康障害を回避し、症状を軽減し、進行
を遅延させることを目的とする。 健康診
査は内臓脂肪の蓄積に着目し、健康診
査の結果を踏まえた効果的な保健指導・
栄養指導を行うことにより、脳心血管疾
患の発症予防及び糖尿病等重症化予防
につなげることを目的とする。

地方創生
の推進

健康診査
骨粗鬆症検診
肝炎ウイルス検診
頭の健診

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第3節 安全で快適な生活ができるまちづくり

第1項 町民生活の防犯と交
通安全の推進

生活安全推進事
業

住民グルー
プ

　交通事故死ゼロの記録を永久的に更
新する為、町交通安全基本条例を基本
理念に交通事故根絶を目指し交通安全
意識と啓発を図り町民の安全を確保す
る。防犯は地域生活安全協会が中心とな
り高齢者世帯訪問や児童を不審者から
守る活動等が実施されていることから引
き続き連携して取り組んでいかなければ
ならない。
・特殊詐欺、訪問販売などのトラブルに
対する助言
・消費生活相談業務の広域化に関する
合意書に基づく移動相談会の実施
・安全安心な地域づくりのめ、高齢者宅
訪問や啓発活動

地域共生
社会

・交通指導員事
業・地域生活安全
協会事業・防犯関
連事務・交通事故
死ゼロ１５００日達
成に向けて啓発
、活安全協会事務
局事務を含む)

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第2項 心地よい住まい確保
の推進

民間住宅施策の
推進事業

建設グルー
プ

　町内に賃貸住宅を建設する者に対し
て、その費用の一部を助成することによ
り、良質な賃貸住宅の供給の促進と町民
の定住促進を図る。

地方創生
の推進

助成件数　1棟6戸 18,000 8,100 9,900 補助制度の利用件
数

新築住宅助成 2件
新築アパート 1件

【5年間　5件】

　人口減少により公営住宅の更新
の事業が進めにくい状況にある中
で、民間賃貸住宅を建設してもら
うのはメリットが多いと考える。

　賃貸住宅建設促進は、今後も継
続して実施するのが望ましい。

F）　町内の住宅不足は解消しているのか。旭台の単身向け住宅が空いているようだ
が。
→　公住の更新はしない予定ではあるが、民間住宅は満室のようである。旭台は最
近まで３件募集したところ、過日の入居者募集でいずれも申し込みがあったところ。
A）　旧あかね団地が年々解体され空き地となっているが今後活用の予定はあるか。
→　　頓別川の洪水を想定すると、浸水エリアであるため利活用することにならないこ
ととしている。今後、住宅整備を行うとしたら高台となる旭台方面に家族向けの住宅
が建設できればと検討している。
A）　教員住宅が空いているが利活用の可能性はあるか。
→　　今春は空きがない状況になると聞いている。ただ年数経過による老朽化がひど
い旧幼稚園そばの2戸は解体し、さらに小学校の現校長住宅は新しい学校建設に不
便のため位置を変えて新築したいという計画がある。
A）　新施設の周辺に教員住宅をまとめるということか。
→　　いずれはそのようにしたい構想はある。

現状維持

住宅建設促進事
業

建設グルー
プ

　中頓別町住宅建設促進条例に基づき、
町内に住宅を新築及び増改築する方に
対し、経費の一部を助成し、町民の持ち
家住宅を促進する。評価額に基づき
2,400千円を限度に助成する。

地方創生
の推進

交付件数　１件 R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第3項 安心な上下水道の推
進



10／14　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和５年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R6.1改訂時の目標値】

重要度の位置づけ 令和5年度実績（単位：千円）

財源内訳政策の
柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先

７つの
アクション

重点
プロジェク

ト

R5執行方
針に明文

実施内容 事業費

第4項 安全な道路網整備

第5項 地域交通確保の推進 新たな生活交通路
線検討事業

政策経営グ
ループ

　ＪＲの廃止に伴うバス転換が行われ四
半世紀となる２５年が経過しようとしてい
る。これまで路線の見直しやバス事業者
による経費削減を行って財政負担の軽
減に努めているが、今後の生活交通に
関する抜本的な検討を進めてきたとこ
ろ。令和5年10月から新しい方法による
開始を目指す。

新たな地
域交通

〇 浜頓別町、及び関
係機関との検討
会議

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

地域公共交通事
業

政策経営グ
ループ

　令和5年10月からスタートする地域公共
交通を維持していくための協議会を開催
するとともに公共交通の運行を行う。

新たな地
域交通

・中頓別町・浜頓
別町地域公共交
通活性化協議会
の開催
・公共交通の運行

15,687 15,687 地域公共交通を満
足と感じる町民の割

合
－％

【Ｒ６時点 ４０％】
※町民アンケート実

施時による

　路線バス天北宗谷岬線に代替
してデマンドバスを運行している。
利便性を高め、交通手段として利
用しやすいよう適宜見直しを行
い、改善を図っていく。

　令和５年１０月からデマンドバス
（中頓別町と浜頓別町が運行主
体）と浜頓別高校への通学バス
（中頓別町が運行主体）の運行を
新たにスタートさせた。運行後１年
を経過する中で事前に予約が必
要なことや浜頓別高校との情報
のやり取りなどで課題はあるもの
の、当初想定よりも利用者も多く、
今後も利用者の声を聞きながら
安定的な運行の確保に努めてい
く必要がある。

H）　親戚が札幌から来るのに数回利用したが便利だと言っていた。
F）　予約をしていなかったが、席が空いていたので、飛び込みで「音威子府→中頓
別」を頼んだが乗ることができなかった。という話しを聞いた。飛び込み乗車はできな
いのか。
→　　飛び込み乗車は可能としています。飛び込みができなかったのは、中頓別の手
前となる停留所で乗車される方がいたのかもしれません。

事業拡大

第6項 災害や火災に強いま
ちづくりの推進

防災対策事業 総務グルー
プ

　平成28年度は新たな防災訓練の方向
性が見いだせず1年間保留とし検討を
図ってきた。防災会議の中で具体的な事
象に基づく防災訓練の検討を行い、訓練
を実施することで住民への防災意識の啓
発を行う。また、地域防災計画の見直し
を行うこととする。

多機能コ
ミュニティ
施設

〇 防災訓練
防災会議
防災備品

7,025 2,191 4,834 　今年度より新型コロナが5類感
染症になったため、防災会議を約
3年ぶりに開催することができた。
　中頓別小学校の1日防災学校は
北海道主催のもと支援を行った。
例年行われている中頓別小学校
の防災見学会は今年度も実施さ
れ支援を行っている。職員訓練
は、3月25日・3月27日の2日間
で、災害を想定した机上訓練を
行った。備品については、通常の
防災服の他ポロシャツを全職員用
に購入、また、災害時にペットを受
け入れることができるようシーツ
等購入した。

　新型コロナが５類へ移行したこと
により、防災会議を数年ぶりに実
施することができた。今後も年に
一度の実施を予定しており、地域
防災計画の作成及び実施の推進
や災害時の情報収取等を行って
いく。また、例年通り小学生への
防災教育についても行い、いつど
こで起こるかわからない災害につ
いて少しでも理解をしてもらうよう
努める。職員訓練については今
後も継続し、職員の防災意識を高
めていく。
　備品購入は、今後も備蓄計画的
に沿って備蓄をしていく。防災セン
ターの構想については、中頓別学
園建設の計画により左右されるこ
とから、状況を見ながら基本設
計、実施設計に進められたい。

E）　地震の実態はどうか。
→　令和4年に震度３を計測したが、記録上これが最大で１回のみ。

H）　頓別川の洪水となる想定はどのような見込みか。また、下流から河川工事を行っ
ているが効果等は上がっているのか。高台に避難できない住民対応はどのようにし
ているのか。防災タワーのような施設は建てないのか。
→　降雨量にもよるが厚生園が最も浸かる見込みである。旭台と４町内の一部以外
は浸水すると見込んでいただきたい。詳細は建設課に聞かないとわからないが、一
定程度の効果はあるように感じてる。移動が大変な人の送迎は想定しており、令和５
年８月の警報の時には特に長寿園は事前に避難に備えてもらうよう電話でやり取り
をするようにしている。防災センター整備の計画をまとめたが、莫大な経費を要する
ため保留状態である。
H）　安心なまちになってほしい。

A）　河川改修でハザードマップの見直しはおきるのか。
→　洪水による浸水域の想定については北海道が考えるため把握しえない状況であ
る。

現状維持

消防施設整備事
業

消防 　消防に関する施設・設備を整備する事
業

ＳＤＧｓ 〇 消防関係車両購
入、消防水利更
新・新設
事業計画・消防施
設整備事務

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第4章 環境「美しい自然を守り共生するまち」

第1節 ふるさとの自然に誇りが持てるまちづくり

第1項 美しい自然を守り後
世に伝える環境づく
りの推進

鳥獣対策推進業
務

産業グルー
プ

　年々深刻化する野生鳥獣による生活環
境・農林水産被害の緩和及び防止のた
めの駆除を実施。農林水産業被害の防
止策推進のための法律「鳥獣被害防止
特別措置法」が可決・成立したことを機会
に、中頓別町有害鳥獣被害対策協議会
を設立。捕獲体制の見直しや捕獲事業
の推進を図る。

SDGｓ 〇 ・捕獲許可証交付
・捕獲目標
エゾシカ　792頭、
ヒグマ　21頭、アラ
イグマ　275頭

21,106 4,109 88 16,909 　高齢化が進んでいた猟友会に
若手会員の加入が続いているこ
とから、令和４年度より継続して実
施している経験の浅いハンターを
対象にした狩猟者育成事業を
行った。今後も、銃猟免状習得補
助制度のＰＲ等を引き続き行い、
若手狩猟者の確保を促進する。
なお、エゾシカの有害捕獲頭数
は、年々増加しており、個体頭数
の調整を促進する。また、アライ
グマは減少傾向は見受けられ
ず、令和5年度は捕獲頭数が２７０
頭を超えた。ついては箱罠の貸し
出しや防除等の講習会の実施等
を通し、捕獲従事者の確保及び
罠の設置箇所の増設を促し、個
体数の抑制を図る必要がある。

　エゾシカについては、ライトセン
サスの結果や出没状況から、本
地域では増加傾向にあり、従来の
500頭の捕獲目標の設定を見直
す必要がある。また、ヒグマの出
没も目立ってきており市街地にお
ける出没も視野に入れ対策等の
検討や町民へのヒグマの生態や
行動等を理解してもらうため、醸
成を図っていく必要がある。

C）　アライグマの春期捕獲とはどのような内容か。
→　春先から年間通じて捕獲を強化する意図である。
D)　令和6年度のエゾシカ捕獲頭数は。処理場の稼働状況はいかがか。
→　捕獲は７７０頭を見込んでいる。施設は年５００頭処理を設定した機能でスタート
した。作業調整をしたとして８００頭が上限とみている。菌床や建物サイズにも限度が
あるため1日当たり受入れは３頭ととしている。

現状維持



11／14　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和５年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R6.1改訂時の目標値】

重要度の位置づけ 令和5年度実績（単位：千円）

財源内訳政策の
柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先

７つの
アクション

重点
プロジェク

ト

R5執行方
針に明文

実施内容 事業費

環境保全活動推
進事業

住民グルー
プ

　環境の保全と創造を町民が自主的・主
体的に進めていくため、条例・計画に基
づいた推進に努める。事業としては、ク
リーン作戦の実行がメイン
頓別川を代表とする豊かな自然の姿を
見つめ直すため、、重要とされる住民自
ら取り組める河川調査、外来生物対策な
ど、自然環境に関する取り組みはさまざ
まな活動を進めていかなければならな
い。

いつラボ ＳＤＧｓ
ゼロカーボ
ン

〇 ・屋外広告物の許
可
・河川水質検査・
サケの遡上定点
調査・町民参加河
川淡水魚生息調
査
・特定外来種の防
除
・各施設及び各課
の温暖化排出量
調査及び公共施
設LED化及びア
クョンプラン(EV車)
利用

1,400 1 1,399 　外来種関係や生息調査等につ
いては、前課長主導で環境保全
実行計画書を策定し、今後の方
向性を定めている。合わせて同月
に（特定）外来生物対策実行計画
も作成を行っている。これらを踏ま
えて特定外来生物オオハンゴンソ
ウ防除アクションプランを策定し、
生息調査、住民への周知、試験
的防除の実施、報告及び検証を
行った。
屋外広告関係事務やクリーン作
戦に関しては、今後継続し町内環
境の整備に資するべきと考え
る。。
　河川の水質調査及びサケマス
の遡上調査は調査を実施し住民
周知を行った。令和2年度からは、
外部に委託する形で、上記調査を
実行した。年数をかけて淡水魚の
データを蓄積し、次世代に伝えて
いくために年次で委託先と事業実
行について協同し、情報発信を
行っていく。クリーンエネルギー関
係も、継続。

　捕獲従事者が減少・高齢化する
中、新たな捕獲者を育成する必要
があり、今後も町独自の助成制度
の周知を図り、捕獲者の確保・育
成を進めていくことが重要であ
る。また、アライグマについても捕
獲数が増加しており春期における
捕獲の推進を行い、捕獲増に繋
げる必要がある。また、次年度に
おいては、鳥獣被害対策実施隊
を設置し地域全体で野生動物の
被害対策を取り組んで行く必要も
ある。

H）　ヤマメの調査活動が行われているが、砂防ダムがある河川での調査は実施して
いるのか。ダムで遡上できないため順次魚道を整備していけないか。「こおりの沢」は
魚道整備の今後の見本になると思うので、関係機関と協力し合って改善してほしい。
→　可能、不可能が生じるかもしれないが、工夫できるようにしてみたい。

A）　以前もふれたが、この事業の名称が政策経営課にもある。どのように区別がさ
れているのか一見するとわからない。事業名を修正するとした方法もあったり、また、
川遊び体験や高山植物系の保全とした取り組みが教育委員会で行われていることも
あるので、窓口を一元化すのかなど何らかの工夫してはどうか。
→　政策経営課と住民Ｇで共有するなど横連携はしているが、町民が困ることのない
よう工夫ができるか検討する。

現状維持

環境保全活動推
進事業（SDGｓ推
進）

政策経営グ
ループ

　豊かな自然など良好で快適な環境の保
全とそれを更に豊かなものにしていくた
めの創造的な活動についての基本的な
考え方を定め、町民、事業者、町、旅行
者等のそれぞれの責任と義務を明らか
にするとともに、環境の保全と創造に関
する施策の基本となる事項を定めること
で、施策を総合的かつ計画的に推進し、
もって中頓別の自然と地域文化を守り育
てることを目的とする。
さらに、ＳＤＧｓに掲げられている17の目
標（ゴール）を達成するため、第8期総合
計画と連動してSDGs推進に積極的に努
める。

SDGｓ 〇 R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第2項 ふるさとの自然に誇
りをもてる環境教育
の推進

第3項 廃棄物を減らし循環
する環境づくりの推
進

新エネルギー導入
事業

政策経営グ
ループ

　平成20年度に策定した「地域新エネル
ギー初期ビジョン」、翌年度に策定の重
点ビジョンにより、エネルギー自給率ゼロ
からの脱却を目指すため、木質バイオマ
ス、家畜糞尿バイオマスなどの導入・普
及を推進する。
また、二酸化炭素削減などゼロカーボン
を推進し、地球温暖化防止対策を積極的
に推進する。

ゼロカーボ
ン

〇 地球温暖化防止
計画（区域施策
編）を策定するた
め住民グループと
調整しながら検討
作業を行った。

0 再エネ資源の活用
数

０件
【２施設（Ｒ９時点）】

　町のカーボンニュートラル実現
のため、地球温暖化防止計画（区
域施策編）策定に向けて住民グ
ループと連携しているところであ
る。令和6年度中に策定すること
で、「地域再エネ導入戦略」を策
定しているので、町内の特性や環
境に配慮したCO2削減となる取組
の導入を推進できるように、R7.1
までには完了させたい。

　地球温暖化防止計画（区域施策
編）策定をすみやかに完了させる
こと。

A）　木質バイオマスについて、中頓別学園で導入しないと聞いているが。
→　工事費の総体の関係で導入を先送りすることとした。が、導入のためのスペース
は整えることとしているので、近い将来実現したい。またエネルギー確保の流通につ
いてもきちんとまとめていきたい。
A）　流通には森林組合でも検討しているのか。
H）　特に深まっている状況ではない。

改善・効
率化

環境衛生事業 住民グルー
プ

　ごみの収集委託、容器包装リサイクル
の処理委託、南宗谷衛生施設組合費の
負担、狂犬病予防接種事業の実施、有
害鳥獣除及び町内の生活環境の整備、
町内の美観・衛生的な環境を保持、下水
道区域外で生活排水による公共水域の
水質汚濁の防止、住民生活環境の向上
と自然環境を保全するため、合併浄化槽
設置の普及を促進。
中頓別町公衆浴場確保対策事業補助交
付要綱に基づき、公衆浴場(黄金湯)に対
して、収支が下回る場合に補助金を交付
する。

いつラボ ゼロカーボ
ン
ＳＤＧｓ
多機能コ
ミュニティ施
設

・指定ごみ袋購
入、収集業務委
託、容器包装委
託、指定販売委
託、衛生施設組合
負担金、狂犬病予
防、有害鳥獣の駆
除、エキノコックス
症の検体提供、不
法投棄防止対策
の実施
・合併処理浄化槽
（7人槽）設置補助
・公衆浴場助成事
業
・花とみどりの運
動事業

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略
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め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和５年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R6.1改訂時の目標値】

重要度の位置づけ 令和5年度実績（単位：千円）

財源内訳政策の
柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先

７つの
アクション

重点
プロジェク

ト

R5執行方
針に明文

実施内容 事業費

墓地火葬場維持
管理事業

住民グルー
プ

　町内に、中頓別墓地・小頓別墓地・上
頓別墓地・敏音知墓地・松音知墓地の５
箇所設置されている。火葬場において
は、昭和52年に各地区の火葬場を統合
し中頓別墓地に建設した。これらの各施
設の維持管理を目的としている。

いつラボ ゼロカーボ
ン
多機能コ
ミュニティ施
設

墓地管理契約４
件、火葬場委託契
約１件、墓地管理

2,882 1,572 1,310 　現在の施設状況(町火葬場)では
毎年度の修繕が必要となり、場合
によっては使用不可の期間に陥
ることがある。築50年以上の経過
していることから、施設改修(新築
含)を考える時期と思えるが、財源
的な問題や使用頻度を考慮する
と、なかなか踏み込めなかった。
近年 全国で合葬堂の利用が増
加し、各市町村で設置されている
が、当町としても将来的に(要望が
あれば)火葬場、遺族の待合室を
含む合葬堂の建設に向けて考え
る時期が来ている

　財源の目途がたたないこともあ
り、火葬場改修(更新)・合葬墓に
ついては事業の進捗はない。管
理運営については、管理人の高
齢化問題はあるが最小経費で取
り進められている。年々墓じまい
が増加しており、墓地廃棄・改葬
の手続きがお盆前後に増加す
る。

A）　火葬場のリニューアルは建て替えより、これこそ広域連携で浜頓別の施設を利
用する仕組みはできあがらないのか。
→　　近年、浜頓別町所在の家族葬ホールを利用される町民がおり、このまま浜頓別
の火葬施設使用となっている。広域連携となれば使用の相談、施設維持費の負担金
がどうなるか、中頓別からの送迎車運行などを検討しないとならない。

現状維持

再生可能エネル
ギー等普及促進事
業

産業グルー
プ

　再生可能エネルギーの地域内循環に
よる新たな受給体制による雇用の創出
や、高齢社会に対した快適な生活環境の
向上を図るため木質バイオマスボイラー
の導入・普及を推進する。

ゼロカーボ
ン

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第4項 自然と調和した景
観・街並づくりの推
進

第5章 自治体経営「持続可能なまちづくり」

第1節 町民が主役のまちづくり

第1項 地域振興の推進 地域青年交流の
場設定事業

政策経営グ
ループ

　担い手・後継者対策は、それぞれの業
種ごとに行われており、農商工連携を始
めとする異業種間の交流や町内の各界
各層の青年女性が集い、交流しあえる場
がないため、町内外の若者が中頓別町
の魅力を体験しながら、枠を超えて交流
し合える場を継続的に持つ取り組みをサ
ポートする。

地方創生
の推進

・青年交流事業ア
ドバイザー招聘
・青年交流事業実
行委員会補助金

955 955 交流活動の実施回
数

町外研修会 1回
スキルアップ座談会 

2回

【R6時点　3回/年】

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合開発委員会
事業

政策経営グ
ループ

　令和4年度から第8期総合計画がスター
ト。計画の推進管理のため主要な事務事
業の外部評価会議を行うほか、必要に応
じて町長へ具申する。

〇 本会議・外部評価
会議 計3回
町民アイデア実現
企画会議、町民
WS 各チーム3～5
回　※広報誌、
SNS、ﾌﾘｰﾍﾟｰﾊﾟｰ
にて活動状況を周
知、地域おこし協
力隊員を配置

8,649 4,737 3,912 　7つのアクション、重点プロジェク
トに関係する事務事業に加え、年
度当初における「R5町政執行方
針」にて触れられている事務事業
も評価対象に位置付け実施する。
これとは別に評価委員が関心を
得た事業（一人1～2本）を追加す
る。
　町民アイデア実現に向けて各
チーム単独で活動するときと、複
数チームによる連携プログラムを
おためし実践したことで活動の幅
が広がったため、より深めた活動
と、さらに町内すでに活動いてい
るグループともつながりを深める。
　活動のＳＮＳを利用した宣伝、広
報誌＋フリーペーパーにより周知
活動を充実させ、新たな仲間づく
りと、チーム活動によっては自立
化への可能性を模索する。

　第8期総合計画の評価作業の対
象数工夫と、広く町民への公表に
ついて、負担感を増やすことなく
実践に努めること。そのために評
価作業の完了時期を遅延するこ
となく実施すること。

　　A）　令和6年度のトータルコストが1千万円以上の増となっているがその理由は。
　　→　　人生100年学びの拠点づくりは、学校教育と社会教育を分担してソフト面の
検　討をしているが、7つのアクションと町民活動括って社会教育機能をこの事業で考
えることを目指すため、増額要望をしたところ。

改善・効
率化

ふるさと応援寄附
事業

政策経営グ
ループ

　ふるさと納税の返礼品を通じた特産品
の宣伝や売り上げ増を目指す。あわせ
て、寄附金を活用した地域活性化、教育
振興を目指すための施策を実施する。

返礼品の拡大、新
規ポータルサイト
の検討と分析、寄
附拡大に向けた
活動

11,313 11,313 　前年度に中間事務委託事業者
を変更し登録サイトを増やしたこ
とで、前年度比4倍増の寄附額と
なった。
しかし、寄附金額に対する経費が
想定以上にかかり、「経費5割」の
遵守が難しい見通しとなってい
る。
他市町村と比較すると、返礼品の
魅力度で測れば大変厳しい状況
であり、町のPRや地域振興の側
面からも令和6年度以降も返礼品
の追加や新たな特産品の考案等
に尽力する必要はあるが、まずは
経費5割を遵守する為、寄附金額
の増額や返礼品・送料・委託料そ
の他の対経費率を見直し、寄附
金額に対して安定的な経費となる
よう努めていく必要がある。

　令和５年度においても登録サイ
トや返礼品を増やしたことにより
寄附件数及び寄附額が大きく伸
びる結果となった。町内の商店で
提供可能なものはおおむねカ
バーしているほか、返礼品の用意
（製造含む。）や郵送対応など既
存の人員ではある程度限界なとこ
ろもあり、今以上に寄附額を伸ば
していくためには新規の返礼品開
拓が必要な状況となっている。ま
た、制度を熟知し基準を順守する
よう都度状況の把握に努めていく
必要がある。

I）　特産品開発の主担当は産業課でよいかか。
→　　そのとおり。

事業拡大
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総合戦略ＫＰＩ
令和５年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R6.1改訂時の目標値】

重要度の位置づけ 令和5年度実績（単位：千円）

財源内訳政策の
柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先

７つの
アクション

重点
プロジェク

ト

R5執行方
針に明文

実施内容 事業費

第2項 町民活動の活性化 地域づくり活動支
援補助事業

政策経営グ
ループ

　地域特性や地域資源を活かした地域づ
くりを推進する活動に対して補助金を交
付することにより、地域振興と町民福祉
の向上を図ることを目的とする。

地方創生
の推進

団体補助　2件 350 350 助成件数　2件
【5年間　5件】

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

自治組織運営支
援事業

住民グルー
プ

　本町におけるコミュニティ活動の中核で
ある自治会連合会の活動を活性化し、住
民が快適で安全・安心に暮らすことがで
きる地域づくりを行っていく。
町内の自治会に対して、活動のため補助
金を交付する。
自治会連合会は、自治会の育成指導、
相互の連絡調整を図ると共に住民福祉
の増進並びに地域振興発展に寄与する
ことを目的としている。
この連合会に所属する各単会に対し、１
世帯当たり1,600円の運営費を補助して
いる。
毎年８月に開催するスポーツ大会に対し

いつラボ くらしとしご
と

・自治会補助金
・町内対抗スポー
ツフェスティバル
大会運営補助

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第2節 創造的な自治体改革と健全な行政改革

第1項 行政改革（デジタ
ル・トランスフォー
メーション化）の推
進

広報・広聴活動業
務

政策経営グ
ループ

　町民へまちの話題（行政情報）を提供
し、住民周知を行う事業である。具体的
な手段としては、①毎月10日に広報及び
旬報の発行、毎月25日に旬報の発行を
行い住民周知を行う。②ホームページ掲
載により、町外の方々に中頓別町の今を
情報発信する。③街頭放送を行い、広く
住民にお知らせをするまた、公聴活動と
して、町民の意見を聞く地区別懇談会な
どを実施している。

地方創生
の推進

・広報発行
・お知らせ版発行
・町ホームページ
運用
・街頭放送負担金
・懇談会「町長が
おじゃまします」

6,470 6,470 町HP年間アクセス
数

55,000件
【R6時点　200,000

件】

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

電子自治体事務
事業

総務グルー
プ

　中頓別町における地域情報化、行政情
報化を促進し、より高度なIT環境を構築
する。

情報化 職員端末維持管
理、サーバー機器
維持管理、通信
費・ウィルスソフト
ライセンス更新業
務、機器保守委託
業務、北海道電子
自治体共同運営
協議会業務

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

職員研修事業 総務グルー
プ

　職員の意識改革、資質向上を図り、より
高度な行政課題への対応、さらなる住民
サービスの向上に資するため、計画的な
職員研修受講により職員の資質向上を
図る。

アカデミー～1名
市町村職員研修
センター～7名
町村会～29名
業務研修～11名
その他～13名
計61名
独自研修DX～11
名
認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ研
修～109名

4,853 4,853 　研修に関しては、初任者研修、
中級者研修、管理監督者研修な
ど採用時から計画的に受けて頂く
ようにしている。その他に法務研
修や人事評価研修等の業務に即
した研修を希望により受講させて
いる。また、リカレント教育支援に
ついても、個人の希望に沿って助
成することとしている。
　令和６年度も引き続き、管理職
員や若手職員の資質向上を目指
す。

　初任研修、中級研修、管理監督
者研修については計画的である
が、その他については自主性を尊
重して希望制を取り入れている。
専門研修については各所属長の
判断になっているが、適切に判断
されていないケースに対しては、
担当課として状況を把握し、適宜
研修受講を指示していきたい。こ
れを進めるには個人の配属や担
当業務、研修データを統合して把
握できるようにする必要がある。
　人材育成は人事管理に結び付く
ものであるから、将来的には人事
管理とデータを統合し、人事評価
の視点も踏まえて活用していく方
向としたい。

H）　研修を受けた各職員はその後どのような印象であるか。研修を受けてすぐはモ
チベーションが高く良好となるが、時間が経過すると気づけば周囲に飲み込まれ、マ
イナスの要因が増すことがその組織も通例と感じる。
→　　職務に対しての自覚が特に向上すると感じている。特に初任者となる職員には
仕事の進め方がわかってみると理解も深まり効果は発揮していると思う。職員間のコ
ミュニケーション不足も多少影響することもある。
H）　森林組合においても職員研修は推奨している。最近では海外研修も受けること
でモチベーションアップにもつなげている。
D)　昇格するために認定試験を導入している。若手職員の前向きな元気さや仕事へ
の情熱を注ぐ姿勢が少ない印象である。中堅職員が居なくて年齢が１０才以上開き
があってコミュニケーションを深めることが大変だ。お互い自己改革ができるようにし
たい。
A）　町例規を見たところ職員研修規程が昭和６２年に定められて以降見直しがされ
ていない。年末に青年交流実行委員会の視察報告会を聞いたときに、立花主任の研
究報告についてとてもよかった。ぜひほかの職員への講師的な役割を担ってもらえ
たら、各職員の意識改革にも連動するのではないか。
→　参考とする。
A）　近年、コンサルに協力をしてもらう事業が多いと気になっている。職員自ら考える
気持ちづくりが進まないのではないかと心配する。
→　　下水道施設の整備設計といったことは別のものとは思うが、委託料が増加して
いるとは感じている。
C）　人事評価のポイントは優劣を付けるランク付けが主流であり、約４０年勤務した
職場では「劣」の評価を付された職員の同意なく行われ、勤務に悪影響があるものと
受け止めている。
→　　国、道から示されたマニュアルにより令和4年からスタートしている。各職員が所
属する管理職の評価について総合的な視点で行うように工夫をしてきている。

事業拡大

第2項 持続可能で健全な財
政運営

住民事務事業 住民グルー
プ

　法律等に基づき、住民に関する記録の
適正な管理を図るとともに、社会保障・税
番号制度導入により、効率性・透明性高
め、住民にとって利便性の高い基盤整備
を実施する。
　人権業務は人権啓発活動実施要領に
基づき、人権尊重思想の普及高揚を目
的とする。
　臨時運航許可に関する事務は、有効期
限が満了した自動車が継続検査を受け
る場合に不合理が生じないよう行政庁の
許可により特例的に運行できる制度。
　埋火葬・改葬許可に関する事務は、墓
地、納骨堂又は火葬場の管理及び埋葬
等が国民の宗教的感情に適合し、且つ

情報化

・埋火葬許可証及
び改葬許可証の
交付
・仮ナンバー発
行、返却
・印鑑登録及び証
明事務、協議会総
会出席
・個人番号カード
の交付及び支援
事務

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略
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総合戦略ＫＰＩ
令和５年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R6.1改訂時の目標値】

重要度の位置づけ 令和5年度実績（単位：千円）

財源内訳政策の
柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先

７つの
アクション

重点
プロジェク

ト

R5執行方
針に明文

実施内容 事業費

戸籍事務事業 住民グルー
プ

　戸籍事務は、国籍法・民法・戸籍法に
基づき、人の親族的身分関係を登録・公
証するとともに、届出により身分の変動を
適正に記載し、必要に応じて発行する業
務。届出事件により、管轄する法務局長
に対し指示を求め、その指示に基づいて
処理する。
　戸籍共同運用事業は、５町村での共同
利用により利用料の経費節減及び戸籍
システムを使用することにより事務の効
率化、戸籍システムのサポートにより経
験の少ない職員でも戸籍入力がスムー
ズにできる。
　人口動態事務は、出生・死亡・婚姻・離
婚など人口動態に係る届出の報告を行
う。
　犯歴事務は、法律上の不利益を実現さ
せたり、その制約から解放させたりするた
めに国及び地方公共団体の機関におい
て、犯罪人名簿を調製するため。
　成年被後見人名簿は、後見開始の審
判を受けた者は成年被後見人となり、成
年後見人がつく。

情報化 ・戸籍システムへ
の入力・発行、保
健所への人口動
態報告事務、犯歴
事務の管理、証明
発行等、成年被後
見人の通知を受
領、管理。
・戸籍システム
サーバーの共同
利用、負担金の納
付

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合行政システム
機器更改事業

住民グルー
プ

　総合行政システム（住民記録・印鑑証
明・選挙管理・軽自動車税・収納消込・固
定資産税・住民税・介護・後期支援保険・
児童手当・子ども子育て・国民健康保険
（連携）・戸籍連携・統合宛名）をデータセ
ンターにサーバを借りる（クラウド）方式に
より、システム利用料を伴う。また、機器
更改をする。

情報化 町税の公平な賦
課・徴収を行うた
めに、システム管
理を厳重に管理
する。

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

国民年金事務事
業

住民グルー
プ

　法定受託事務（地方自治法第２条第９
項第１号）、国民年金施行令第１条の２に
より「国民年金市町村事務処理基準」に
より事務を行う。
　国民年金法第８６条及び国民年金の事
務費交付金の算定に関する省令に基づ
き、事務費が交付される。

 地域共生
 社会
情報化

法定受託事務、研
修への参加

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

税務事務事業 住民グルー
プ

　町の財源としての個人住民税、法人町
民税、固定資産税、軽自動車税、国民健
康保険税及び諸税の公平な賦課、徴収
業務を行う。

情報化 ・賦課及び徴収
・課税台帳及び徴
収簿の整備
・現況調査
・税条例整備
・税相談(確定申
告含)

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第3項 広域連携の推進 広域連携事業 政策経営グ
ループ

　東京都港区と宗谷町村会との連携事業
であり、みなと区民まつりへの出店やPR
イベント等を実施することで、宗谷という
地域のブランド力向上を目指す。

地方創生
の推進

・港区でのイベント
参画
・連携事業の実施

R5実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略


